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上の 22枚の標本中生殖器托のあるものは僅かでその内4呑では生殖器

托は全部雄性であり，ハハキモクθ特徴である「同一生殖器托中に雄の生殖

案と雌の生殖案とが混在する」と一致しない。然るに 1番の駿州、l江ノi甫の標

本は此の性質を示している。そし・て他の七里ケ演等の標本では生殖器托は存

するが若くて性別等は判然とし友い。

即ち遠藤博士の標本中で同一生殖器托中に雄と雌の生殖葉の混在すると

との判然としているものは駿州江ノ浦の標本のみというととに主主る。然るに

此の産地は遠藤博士の“Fucac回 eof Japan"にも又それより前に護表された

日本産馬尾藻科目録中にも引用されていない。つまり遠藤博士の Sargassum

kjellmaniαnumという種の考えは純粋註ものではなくして他の種即ちミヤ

ベモクの如きものが混じていた様に思われるのである。

(北海道大拳理拳部植物拳数室)

岡山大事玉野及び本島臨海賞験所と

その附近の海藻

猪野俊平

瀬戸内海閤立公園の中心地である玉野市の瀧川海岸につくられた岡山大

撃理製部玉野臨海賓験所は，園鶴宇野騨よりパスで約25分，瀧川で下車して

徒歩で3分，岡山騨より約1時間宇でいける便利た新しい研究所で、ある(第

1闘参照)。 坪数67坪のコンクリート平家建で(第2闘)，賞習室 1，研究室

3，圃書標本室 1; 暗室 1と宿泊周の 6昼の和室が2つあって， 各研究室に

は海水及び淡水が遇してある。殊に賓習室には，海水水槽 4ど淡水水槽2と

があって培養に便でるる(第3闘)。をまた同時に建てられた玉野梅洋博物館の

水族館(第4闘)は 47個の水槽と他に3個の強備水槽， '1、ガラス水槽 9，屋

外，屋内に 1佃づっのプール般の犬飼育槽があって，海水は 5馬力のモーグ

ー(他に同馬力の強備ディーゼ、}Jyエンジン)で揚水し，水族館と賓験室へ同

時に通してta-T;配水は全部開放式で，配管はビ=ールも用hている。水族
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第1国 岡山大患玉野及び本島の臨海笈験所の位置を示す地岡

館の指導は常住の所員 3名がとれに嘗っている.質験所の所員としては所長

には，岩田清二教授粂任で，他に大調滋助教授，渡謹宗孝助手，費江三樹三

郎助手の3名が常住しているので使用者は御謹絡に象ればよい.また同賀験
シアタ

所は，塩飽群島の中心にあたる本島民本島支所を設おけている。同建物ほ，

52坪の平家(第5闘)で，質習室1，研賓室3，暗室 1，作業員室1その他で，

各研究室には淡水のみが配水されていて，海水はすぐ前の漬からくみとる賠

多少不便でるるが，採集には至便である。
61車ス オオザチ

同質験所間近の海藻の採集地としては，瀧川附涯の高測，大槌島，本島
ヅノ 耳 ヨセ イタ v ~ァグ

附近の園の測. IJ、瀬居島1:1:~が代表地で，その他大小の塩飽の島々がある。

未だ組織だ・った調査は行われて治ら1:1:いが，今日迄に蹟瀬弘幸博士，猪野ら
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が採集した主主主ものを霊長ければヨえの よう で るる。

リビュラリア，カロ スリックス，ユレ モ， リングピア，シユ/スリックス，

アイミドリ，た どの藍藻 類， アナアオサ， ヒラ アオノリ ，スジアオノ リ，ボ

ウアオノリ ， ウスバアオノリ， ヒトエグ、サ， シオグサ，ハネモ， ミル，イモ

セミ Jレ，クロミル，ハイミ Jレ，フサイワヅタ，ホソエガサ(園の削，高す1・1>

f主どの紘諜3詳し シオミ トーロ ， ラルフシア， クロガシラ， ネパリモ， クサモヅ

ク，フトモヅク ，ケ ウルシグサ，ハバモ ドキ， フクロノリ ，カゴメノリ ，カ

第 2圏 岡山大挙玉野臨海佼験所のタ卜支 *3闘 笈験所の質管室の7J<-袷f

第 4翻玉野海洋博物館会長 第5翻 岡山大挙臨海質検所本島支所

ヤモノリ，イシゲ，アミジグサ，オキナウチワ ， ウラポシャハズ， ツJレモ，

ワカメ， ウミ トラノオ， ヤツ マグモク， ヨ レモク，マ メグワラ，ホソバモク，

サンダーモクの柄藻類， ウミゾウメン， ハイ テングサ，ム カデーノリ ， サンゴ

モのま乳ベ ニマダ ラ，マツノリ オキツ ノリ，ツノマク，ホソパ ミリ ン，フ

クロフノリ，オ ゴーノリ， イソダンツウ，グ オヤギソウ， イギス，ケイギス，

トゲイギス ， ヨツノ サデ，ウ プゲグサ， クスグマ， シマダジア，夕、ジア，オ

オカザシグ 1人フジマツモ， ミツデゾゾ，ショ ウジ ョウ ケノリ ，イ トグサ，

ユ ナ，ヤナギノ リ， ヒゲベ ニハノリ，ジャパラノリ，カギケノリ君主ど紅議議員
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が事げられ，他にアマモ，コアマモ，ウミヒルモの海草も見られた。

(岡山大拳理挙部生物拳数室)

岡村先生の思い出

山田幸男

我が園海藻撃の父岡村金太郎先生が逝去されたのは去る昭和 10年8月

21日であるからそれから此の 8月21日までに・漏 19年が夢と過ぎた語であ

る。丁度との 21日の朝自分は家人に向って 19年前の今日明日又23日も東

京は随分暑くて御通夜の晩等も惟子でも汗が流れて困ったがとの今朝の涼し

さは何というととだろう。今日が先生の念くなられた日と同じ日等とは迫も

想像も出来泣い等と話したのでるるが，然しとれば北海道は札幌での話しで

東京は矢張り 40何年ぶりの暑さであったというから，東京では矢張り先生

の御命日('1:はふさはしい暑い日であったといえようか。兎に角あれからもう

19年の歳月が流れたととは否めない。其の日，先生から頂いた御手紙をあれ

とれと讃み返して憶い出を新にしたが年々先生の筆蹟が讃みにくくなってゆ

くととを感じて悲しさを費えるのであ仇それは先生の御手紙は仲々讃みに

くく，始終御手紙を頂いて韻み慣れていた時にはスラスラと積めたのである

が御逝去後は勿論新に御手紙を頂〈機舎も泣く自然に先生の筆蹟か譲みにく

く怠って来たのである。此鹿に昭和4年12月W.H.HARVEYの標本を勉強

する矯にアイルランドのグプリン市に滞在中先生から頂いた御手紙を御披露

してたき先生を偲ぶよすがと致し度い。

11月25日，咋日は朝9時頃 50C，本年の最初の寒さ。

何より慌しき事は恩師 FR.SCHMITZの宵像を得たととでナ。平L、速机上に

供へ拝謝しました。賓に我邦海藻串の大恩人，多年その小影に接し度いと思

てゐたもの故ー唐嬉しく存じ候，厚〈御誼申候。藻類系統拳(書名を斯くし

ました)も今褐藻類の初校乞了った丈けです。多分来年3月頃殻賓となると

とでせう。

SAUvAGEAU: Sur l'alternance des generations chez Ie Caゆ'omitraca-
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